
（
法
第
八
十
八
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
由
）

第
七
十
三
条
の
八

法
第
八
十
八
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
由
は
、
第
一
号
被
保

険
者
（
同
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
第
一
号
被
保
険
者
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）が
法
第
八
十

八
条
の
二
の
出
産
に
係
る
子
と
同
居
し
な
い
こ
と
と
な
つ
た
と
き
そ
の
他
の
第
一
号
被
保
険
者
が
同
条
の
出
産

に
係
る
子
を
養
育
し
な
い
こ
と
と
な
つ
た
と
き
と
す
る
。

（
新
設
）

（
法
第
八
十
八
条
の
三
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
保
険
料
免
除
に
関
す
る
届
出
）

第
七
十
三
条
の
九

第
一
号
被
保
険
者
は
、
法
第
八
十
八
条
の
三
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
書
を
市
町
村
長
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い

こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
第
一
号
被
保
険
者
が
第
七
十
三
条
の
七
第
一
項
の
届
書
に
同
条
第
二
項

各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
市
町
村
長
に
提
出
し
、
か
つ
、
当
該
第
一
号
被
保
険
者
が
法
第
八
十
八
条
の
三

第
一
項
の
規
定
に
該
当
し
た
こ
と
を
厚
生
労
働
大
臣
が
確
認
で
き
る
と
き
（
法
第
八
十
八
条
の
二
の
規
定
に
よ

り
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
さ
れ
た
期
間
の
末
日
ま
で
に
、
当
該
第
一
号
被
保
険
者
が
同

条
の
出
産
に
係
る
子
を
養
育
し
な
い
こ
と
と
な
つ
た
場
合
を
除
く
。）は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
新
設
）

一

氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所

二

個
人
番
号
又
は
基
礎
年
金
番
号

三

子
（
法
第
八
十
八
条
の
二
の
出
産
に
係
る
子
又
は
法
第
八
十
八
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
子
を
い
う
。

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
養
育
す
る
こ
と
と
な
つ
た
日
（
法
第
八
十
八
条
の
二
の
規
定
の
適
用
を
受

け
る
第
一
号
被
保
険
者
が
同
条
の
出
産
に
係
る
子
を
養
育
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
条
に
規
定
す
る
出
産

予
定
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
経
過
し
た
日
の
属
す
る
月
の
初
日
）

四

子
の
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
及
び
個
人
番
号

五

子
と
の
関
係
（
実
子
、
養
子
、
そ
の
他
法
第
八
十
八
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
子
の
別
）

六

法
第
八
十
八
条
の
三
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
事
由

２

前
項
の
届
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

子
と
法
第
八
十
八
条
の
三
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
第
一
号
被
保
険
者
と
の
身
分
関
係

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
市
町
村
長
そ
の
他
相
当
な
機
関
の
証
明
書
又
は
戸
籍
の
抄
本

二

子
の
性
別
、
生
年
月
日
及
び
住
所
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
（
厚
生
労
働
大
臣
が
住
民
基
本

台
帳
法
第
三
十
条
の
九
の
規
定
に
よ
り
当
該
子
に
係
る
機
構
保
存
本
人
確
認
情
報
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
き
に
限
る
。）

三

子
を
養
育
し
て
い
る
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

四

前
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
の
届
書
に
基
礎
年
金
番
号
を
記
載
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
基
礎
年
金
番
号
通
知

書
そ
の
他
の
基
礎
年
金
番
号
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

３

法
第
八
十
八
条
の
三
第
一
項
又
は
第
二
項
の
適
用
を
受
け
る
第
一
号
被
保
険
者
は
、
子
が
死
亡
し
た
と
き
又

は
前
条
若
し
く
は
第
七
十
三
条
の
十
一
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
次
に

掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
書
を
市
町
村
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所

二

個
人
番
号
又
は
基
礎
年
金
番
号

三

第
一
項
の
届
出
に
係
る
子
の
氏
名
、
性
別
及
び
生
年
月
日

四

子
と
の
関
係
（
実
子
、
養
子
、
そ
の
他
法
第
八
十
八
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
子
の
別
）

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報


		2026-07-30T14:37:53+0900
	C＝JP,O＝Cabinet Office,CN＝Cabinet Office
	NationalPrintingBerau
	内閣府より署名済み


	



